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平成２ ６ 年３ 月　 第６ 次改訂 令和６ 年３ 月　 　 第１ ６ 次改訂

○ 平成２ ７ 年３ 月　 第７ 次改訂 令和７ 年３ 月　 　 第１ ７ 次改訂

平成２ ８ 年３ 月　 第８ 次改訂 令和８ 年３ 月　 　 第１ ８ 次改訂

平成２ ９ 年３ 月　 第９ 次改訂

国では、 令和７ 年６ 月に給特法等一部改正法が成立し 、 約５ ０ 年
ぶり と なる 教職調整額の引き 上げと と も に、 教育委員会に対し て
業務量の適切な管理と 健康・ 福祉を 確保する ための措置を 実施す
る ための計画の策定・ 公表など を 義務付け、 国を 挙げた学校にお
ける 働き 方改革の一層の推進が図ら れていま す。
こ のこ と を 踏ま え、 本県でも 教職員の皆さ んが負担軽減を 実感で
き る よ う 、 長時間勤務縮減に向けて更なる 改善を 進めていかなけ
ればなり ま せん。

今回の改訂では、 負担軽減につながる ポイ ン ト に絞り 、 あ えて詳
し い説明は省き ま し た。 内容を も っ と 知り たいと き は、 一人で抱
え込ま ず校内で誰かに相談し てみてく ださ い。

「 学校現場の負担軽減ハン ド ブッ ク 」 は、 負担軽減Ｐ Ｔ 会議や、
学校現場の教職員と の意見交換など を 通じ て提案さ れた負担軽減
策を ま と め、 平成２ １ 年２ 月に初版を 作成し ま し た。 その後、 学
校現場と の意見交換など を 通じ て実態把握に努め、 新たな負担軽
減策を 盛り 込みながら 毎年度改訂を 続けていま す。

はじ めに

各学校、 教育委員会におかれま し ては、 本ハン ド ブッ ク を 活用し
て、 今後の業務改善に向けた取組のヒ ン ト を 得たり 、 お互いに情
報を 交換し たり する こ と で、 それぞれの業務改善に積極的につな
げていただければ幸いです。 教職員が心身と も に健康で、 余裕を
持っ てし っ かり と 子ど も と 向き 合う ための一助と し て、 本ハン ド
ブッ ク が活用さ れる こ と を 願っ ていま す。

「 ハン ド ブッ ク にこ んなこ と があ っ たな」 と 思い出せれば十分で
す。 困り ご と や分から ないこ と があ れば、 遠慮せず声を 上げてく
ださ い。 周囲は多忙でも 、 問題が大き く なる 前に助けを 求めてく
ださ い。 あ なたの職場の方々は、 児童生徒の質問に応じ る のと 同
じ よ う に、 き っ と 親身に支えてく れる はずです。

仕事の効率化ができ そう な部分があ れば、 身近な人に尋ねてみて
く ださ い。 不要に思えても 必要なこ と なら 納得し て続けら れま す
し 、 本当に不要なら 思い切っ てス ク ラ ッ プを 検討でき る と 思いま
す。 前例にと ら われていただけで、 意外と 隣の席の方も 同じ こ と
を 思っ ている かも し れま せん。 初めてこ のハン ド ブッ ク ができ た
時代は、 押印のない文書はほと んど なく 、 Web研修も あ り ま せん
でし た。 時代の変化に対応し 、 よ り よ い働き 方を 目指すため、 一
緒に前を 向いて進んでいき ま し ょ う 。

平成１ ９ 年１ １ 月、 文部科学省内に「 学校現場の負担軽減プロ
ジェ ク ト チーム 」 が設けら れ、 教員が子ど も と 向き 合う 時間を 拡
充する ため、 文部科学省及び教育委員会等が行っ ている 業務を 見
直し 、 学校の負担軽減を 図る こ と を 目的と し た検討が重ねら れ、
平成２ ０ 年３ 月３ １ 日付けでと り ま と め結果が示さ れま し た。 そ
こ では、 負担軽減のための取組事項と し て、 調査文書等に係る 事
務負担軽減や調査研究（ モデル校） 事業の在り 方の見直し 、 校務
運営体制の改善など が挙げら れ、 各教育委員会においても 事務負
担の軽減に努める こ と と さ れま し た。

本県においても 、 平成２ ０ 年５ 月、 教育庁内に「 学校現場の負担
軽減のためのプロ ジェ ク ト チーム （ 以下、 「 負担軽減Ｐ Ｔ 」 と い
う 。 ） 」 を 設置し 、 県教育委員会が行っ ている 業務を 見直すと と
も に、 様々な負担軽減策を 行っ てま いり ま し た。



困り 、 負担に感じ ている こ と 取組内容・ 事例 ページ
何でも 良いので取組のヒ ン ト が欲し い 業務改善チェ ッ ク シート 1

困り 、 負担に感じ ている こ と 取組内容・ 事例 ページ
授業や校務で使用でき る ICT関連シス テム 等はないか 新時代の学びを 支え、 教職員の負担軽減を 図る ICT活用 5
HP等必要な情報がど こ にあ る か手早く 確認し た い ホ ーム ページを 利用し た情報提供 6
指導案や教材など の資料を 掲載し ている サイ ト を 知り たい 授業準備に使え る サイ ト 一覧 7
地域や保護者の方と 連携・ 協働し ながら 、 学校の教育活動を 進めていき たい
がど う すればよ いか

地域と 学校の連携・ 協働体制構築事業 8

複雑化・ 多様化する 困り や心理的な悩みを 抱える 児童生徒と 保護者が増加し
ており 、 対応に苦慮し ている

ス ク ールカ ウ ン セラ ー等配置事業 9

複雑化・ 多様化する 困り や心理的な悩みを 抱える 児童生徒と 保護者が増加し
ており 、 対応に苦慮し ている

ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー配置事業 1 0

いじ め、 ト ラ ブル、 学校事故など 学校で発生する 多様な問題に対し 、 法律の
観点が分から ない

ス ク ールロ イ ヤー活用事業 1 1

悩みや困り があ る が学校に相談を する こ と ができ ない児童生徒・ 保護者がい
る

教育相談に関する 外部相談窓口① 1 2

生徒指導事案が複雑化し たり 、 学校の対応に納得し ない家庭について、 学校
だけでの対応が困難になる

教育相談に関する 外部相談窓口② 1 3

校内研修の企画する 際に外部講師を 招いた研修を 行いたい 教育セン タ ーによ る 出前研修 1 4
育児休業中で仕事のブラ ン ク を 埋めら れる か不安 育児休業中のキ ャ リ ア 形成支援 1 5
心身の不調から メ ン タ ルダウ ン し ないための対処方法 メ ン タ ルヘルス に関する 相談支援体制 1 6
ス ト レ ス が多く 心の不調があ る ス ト レ ス チェ ッ ク を 受験し ま し ょ う 1 7
勤務実態改善計画で何を 書く べき か分から ない。 作っ ても 実効性が伴う か分
から ない

勤務実態改善計画の策定 1 8

部活動の活動時間が長く 、 休みも 少ない 部活動の適正な運営（ 活動時間・ 休養日の設定） 1 9
部活動に係る 顧問教員の負担が大き く 、 体制を 見直し たい。 専門的な指導が
でき る 教員がいない

部活動の適正な運営（ 指導・ 支援体制） 2 0

休暇制度が色々あ る のは分かる が、 多すぎてよ く 把握でき ない 各種休暇制度の取得促進 2 1
研修・ 会議が多く 、 学校に残る 人が少ない。 県は精選を 進めている のか分か
ら ない

こ れま での研修・ 会議等の見直し 具体例 2 2

調査物の年間見通し が立たず、 作業が行き 当たり ばっ たり になっ ている 県教育委員会で行う 定例調査物 2 3

～　 目　 次　 ～

県内実施事業編



困り 、 負担に感じ ている こ と 取組内容・ 事例 ページ
通常の業務に加え、 調査研究事業が重なっ て負担を 感じ る 。 負担軽減策はな
いのか

調査研究事業の見直し 2 6

働き 方改革は分かる が、 自分の学校でど のよ う な目標設定を すればよ いのか
分から ない

長時間勤務に関する 目標指標の設定 2 7

困り 、 負担に感じ ている こ と 取組内容・ 事例 ページ
会議を 短時間にし て、 他のこ と に時間を 割き たい 会議等の工夫①②（ 会議運営の工夫） 2 9
会議する ま でも ない議題について上手く 処理し たい 会議等の工夫③（ 稟議の活用） 3 1
校時表を 見直し たい 時間の使い方の見直し ①②（ 校時表の工夫） 3 2
行事を 廃止すべき かど う か悩んでいる 時間の使い方の見直し ③（ 強歩大会廃止事例） 3 4
休暇が取り ずら い、 休むと 他の先生が迷惑する のではないか 休暇等の取得の工夫①②（ 休暇取得の取組事例） 3 5
ス ク ールサポート ス タ ッ フ にど んな仕事を 頼めばよ いか分から ない 教員業務支援員（ ス ク ールサポート ス タ ッ フ ） の活用事例 3 7
部活動に関する 負担軽減事例を 知り たい 部活動における 負担軽減例 3 8
地域と 学校と の連携事例を 知り たい 地域と 連携し た学校運営（ ス ク ールアシス タ ン ト ） 3 9
ICTを 使っ て業務を 効率化し たい ICTを 活用し た業務効率化①（ 欠席連絡等） 4 0
パソ コ ン 内の文書がぐ ちゃ ぐ ちゃ で欲し いデータ が取れない ICTを 活用し た業務効率化②（ フ ォ ルダ等の整理） 4 1
職員間で働き 方改革の雰囲気を 盛り 上げたい 業務負担の分担や「 働き 方改革」 に向けた参画意識醸成 4 2
年度始めなど の繁忙期で業務が抜け落ちている 気がする 業務の見える 化①（ 業務のリ ス ト ア ッ プ） 4 3
年間の行事予定を 把握でき ていない 業務の見える 化②（ 職員会議題の一覧掲示） 4 4
ま と も な引継ぎ を 受けていない、 ま と も な引継ぎ ができ ていない 業務の見える 化③（ 引継書の作成） 4 5
生徒に関する 情報を 引き 継ぎ たい 業務の見える 化④（ 児童生徒支援シ ート の作成） 4 6
小さ いこ と で構わないので取組事例を 教えて欲し い ちょ っ と し た業務の工夫①② 4 7

【 別冊1 】 教職員のための休暇ハン ド ブッ ク
【 別冊2 】 ICTを 活用し た学校の業務効率化の推進

取組事例提案編

大分県教育委員会HP内の教育人事課のページ「 教職員のみなさ んへ」 の項目に、

本ハン ド ブッ ク と 別冊１ ・ ２ を 掲載し ていま す。

URL： http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/2 0 0 0 3 2 0 .html



No. 分類 改善事例 ◎ ○ △ ×

1 勤務実態改善計画 勤務実態改善計画を 定期的に見直し 、 計画を 実施し ている
2 学校運営 児童生徒登校可能時刻（ 開門時刻） を 設定し ている

3 学校運営
児童生徒の欠席連絡についてア プリ や入力フ ォ ーム を 活用し 、 電話応対を し なく て 良い体制を 構築
し ている

4 学校運営
朝礼連絡事項や行事予定等、 簡易な連絡事項について全職員がPC等で確認でき 、 対面での口頭連絡
や打ち合わせを 省く こ と ができ る

5 学校運営 学校、 学年、 学級通信等について配布頻度の見直し を 検討し た
6 学校運営 学校、 学年、 学級通信等の配布を 紙媒体から 電子媒体での配信にし ている
7 学校運営 児童生徒完全下校時刻（ 閉門時刻） を 設定し ている
8 学校運営 自動応答、 留守番電話等を 活用し 、 電話を 取ら なく てよ い時間帯を 作っ ている
9 学校運営 清掃や朝活動、 休憩時間等の在り 方について校時表の検討を 行っ た

1 0 学校運営
学校全体、 学年、 学部、 分掌単位で年間ス ケ ジュ ールが見える 化さ れ、 繁忙期と その時期の業務が
把握でき る

1 1 会議・ 研修
情報伝達・ 交換のみの会議は他の手段によ り 代替し 廃止を し ている （ OENシス テム の活用や資料の
回覧など で代替）

1 2 会議・ 研修 年間を 見通し た会議運営を する と と も に、 メ ール等を 活用し 、 回数を 縮減し ている
1 3 会議・ 研修 会議資料のペーパーレ ス 化を 行っ ている
1 4 会議・ 研修 会議資料は、 要点を 整理し たシン プルなも ので良いと し ている
1 5 会議・ 研修 会議の参加者を 必要最小限と し ている

1 6 会議・ 研修
学校規模や議題の有無によ っ て会議の持ち方を 柔軟に対応し ている （ 例： 小規模校における 運営委
員会省略、 会議の不定期開催等）

1 7 会議・ 研修 会議、 校内研修の所要時間を 予め決め、 所要時間内に終了し ている
1 8 会議・ 研修 校内研修など は、 その効果を 十分に検証し ながら 見直し を し ている
1 9 学校行事 行事の企画・ 運営マニュ ア ルを 整備する など 、 毎年同じ 時間、 労力を かける こ と のないよ う 工夫し

2 0 学校行事
学校行事等の提案文書について、 終了後の反省や改善点を 記入し た次年度引継ぎ資料を 前年度の内
に準備し ている

2 1 校務分掌 校務分掌の整理、 統合等を し 、 業務の効率化を し ている

2 2 校務分掌
管理職が仕事内容を 十分に把握し た上で、 教職員の能力と 業務量など を 見極めた上で業務を 割り 振
り し ている

2 3 校務分掌
分掌事務のマニュ アル化を 推進する と と も に、 共有フ ォ ルダに保存を し 、 資料の共有や業務の引継
ぎ に活用し ている

2 4 校務分掌
校務分掌について特定の職員へ偏っ ていないか、 教員以外のス タ ッ フ を 含めて適切な分担がなさ れ
ている か点検を 行っ た

☆　 業務改善のためのチェ ッ ク シート 　 ☆

★こ のチェ ッ ク シート は学校の状況に合わせて追加・ 削除し て業務改善にご 活用く ださ い。
改善に向け取り組みましょう

1



No. 分類 改善事例 ◎ ○ △ ×

☆　 業務改善のためのチェ ッ ク シート 　 ☆

★こ のチェ ッ ク シート は学校の状況に合わせて追加・ 削除し て業務改善にご 活用く ださ い。

2 5 授業・ 学習 授業教材や各種資料を 共有し 、 授業準備など の負担を 軽減し ている
2 6 授業・ 学習 授業準備について校内で共有する 既存資料を 用いたこ と があ る

2 7 授業・ 学習
自身が作成し た授業用資料等について同僚へ提供し たこ と があ る
ま たは、 共有フ ォ ルダへ格納し て自由に使っ ても ら える よ う にし たこ と があ る

2 8 授業・ 学習
宿題の丸付けを 保護者やス ク ールサポート ス タ ッ フ 等へ依頼し 、 教員によ る 宿題の丸付けやチェ ッ
ク の時間を 縮減し ている

2 9 授業・ 学習 定期考査最終日の採点や期末整理期間確保のために時間割変更や部活動休止を 行っ ている
3 0 授業・ 学習 週休日に実施し ていた外部模試、 検定試験、 土曜講座等の精選、 廃止を 検討し た
3 1 授業・ 学習 年間授業時数が過大（ 1 ,0 8 6 時間以上） になら ないよ う 時間割の調整・ 見直し を 行っ た
3 2 部活動 生徒の希望を 尊重し ながら 、 部の整理統合を し ている
3 3 部活動 部顧問を 複数配置し 、 連携し て指導に当たっ ている
3 4 部活動 部活動ガイ ド ラ イ ン に沿っ た活動時間と なっ ている
3 5 部活動 部活動の休養日を 設定し ている
3 6 事務 決裁は、 押印者を 必要最小限と する など 、 簡素化し ている
3 7 事務 自身の机上やPCの整理、 環境整備を 定期的に行っ ている
3 8 事務 フ ォ ルダやフ ァ イ ル等の冒頭に通し 番号や日付等を 付けて整理し ている
3 9 事務 Goog leフ ォ ーム やMicroso f t  Form sなど を 自作し ア ン ケ ート を 電子化し たこ と があ る
4 0 事務 職場内共有フ ォ ルダが整理さ れ、 前年度の資料（ 電子データ ） を 即座に参照する こ と ができ る
4 1 事務 定例的な 調査の回答について、 前回回答内容の保管場所を 把握し ている

4 2 事務
提出文書や資料等について、 おおよ その方向性（ 2 0 % ～3 0 % ） が決ま っ た時点で先行し て上司へ
相談し て いる

4 3 事務 地教委、 県教委来訪時に必要以上の準備を 行わず、 既存資料を 流用し ている
4 4 事務 共有の備品、 教材、 教具類について整理整頓さ れており 、 必要なと き にすぐ 使用でき る 状態になっ
4 5 休暇・ 勤務時間 所属内で年次有給休暇の取得を 促進し ている
4 6 休暇・ 勤務時間 子育て支援など のため、 各種の休暇の取得を 促進し ている
4 7 休暇・ 勤務時間 休暇ハン ド ブッ ク を 読んだこ と があ る
4 8 休暇・ 勤務時間 ノ ー残業デーなど を 設定し 、 定時に退勤し やすい環境づく り に努めている
4 9 休暇・ 勤務時間 自身の時間外在校等時間を 随時確認でき る

5 0 休暇・ 勤務時間
月間の時間外在校等時間が長く なっ ている 職員について長時間勤務の原因を 管理職と 本人が把握し
ており 、 対策を 打っ ている 。

5 1 休暇・ 勤務時間 退勤可能なと き は速やかに退勤でき る 雰囲気があ る （ 周り の様子を 見て不必要に留ま る こ と はな
5 2 外部連携 外部団体など から の作品募集の依頼に対し て精選を 行っ ている
5 3 外部連携 地域のボラ ン ティ アなど に学校運営の協力を も ら っ ている

改善に向け取り組みましょう
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No. 分類 改善事例 ◎ ○ △ ×

☆　 業務改善のためのチェ ッ ク シート 　 ☆

★こ のチェ ッ ク シート は学校の状況に合わせて追加・ 削除し て業務改善にご 活用く ださ い。

5 4 外部連携 登下校の交通安全指導は極力地域や保護者が主体と なっ て行う よ う 、 要請ま たは協議を し ている

5 5 外部連携
地元で開催さ れる イ ベン ト や会合の参加について、 前年踏襲する こ と なく 参加の要否を 吟味し て回
答し ている

5 6 その他 職場内の改善提案に対し て、 試行期間を 設け、 ま ず実行し てから 有効性を 検討し て いる
5 7 その他 仕事を 一人で抱え込ま ないよ う 、 学年内や学校全体で組織的な対応が行われている
5 8 その他 業務の繁閑に応じ て、 教職員間の支援体制ができ ている
5 9 その他 所属内の全ての職員がス ク ールサポート ス タ ッ フ へ業務の依頼を し たこ と があ る

6 0 その他
Goog leフ ォ ーム 、 Cha t、 ス ケ ジュ ール管理等提供さ れて いる シス テム 内の機能を 全て試し て、 現
場での活用を 検討し た

改善に向け取り組みましょう
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県内実施事業編
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事業概要

こ の事業ででき る こ と 学校の教育情報化の充実、 ICTを 活用し た業務の効率化

教職員の負担軽減を 図る ICT活用
困り 、 負担に感じ ている こ と 授業や校務で使用でき る ICT関連シス テム 等はないか
県教委担当部署（ 連絡先） 教育Ｄ Ｘ 推進課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 6 4 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /sosh iki/3 1 0 8 0 /

○全教職員が利用可能なシス テム

○メ ール、 カ レ ン ダー、 ド ラ イ ブ、

フ ォ ーム 、 生成AI（ ジェ ミ ニ） 等

＜いつでも ＞

イ ン タ ーネッ ト につながれば いつでも

＜ど こ でも ＞

学校、 自宅、 外出先など ど こ でも

＜ど んな端末でも ＞

パソ コ ン だけでなく 、 ス マホ やタ ブレ ッ ト 端末でも 使える

※ただし 、 ド ラ イ ブ機能は、 重要データ （ 重要度B以上） は保存でき ま せん。

ICT支援員（ ICT教育サポータ ー） によ る 学校支援

ICT活用授業＆探究ラ イ ブラ リ ーポータ ルサイ ト

OENシス テム ～全教職員が利用でき る パブリ ッ ク ク ラ ウ ド ～

○全県立学校…ICT教育サポータ ーによ る 支援

○全市町村立学校…ICT支援員によ る 支援

○支援内容

①授業支援

②校内研修支援

③環境整備支援など 訪問対応

○それぞれの学校において、 授業や校務

における ICTの活用を 支援

○生成AI等、 先端技術の利用方法など

についても 相談可能

○県内の学校で実践さ れた

ICTを 活用し た授業事例

を 掲載

○４ ９ ３ 事例を 公開

（ R8 .1 月時点）

生成AI

＜活用例＞

・ 授業準備、 テス ト 問題作成

・ 資料要約・ 議事録作成

・ 情報発信、 あ いさ つ文作成

・ 進路指導（ 面接指導）

＜効果＞

・ 校務の効率化、 迅速化

・ 行事等の企画、 準備など

ベース 作り の時短

・ ア イ デアの創出、 考えの補完

○活用する こ と で、 作業時間を 短縮

授業で生徒を 支援する 様子
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事業概要

公立学校共済組合大分支部
ホ ーム ページ

共済組合
共済組合の事業内容確認や様式等のダウ ン ロ ード
が可能

https ://w w w .kouritu .or.jp /
o ita /

大分県教職員互助会ホ ーム
ページ

互助会
互助会の事業案内や互助会報の確認、 申請様式の
ダウ ン ロ ード が可能

https ://da ikyog o.com/

大分県公立学校総合情報ポー
タ ルサイ ト

教育Ｄ Ｘ 推進課
OENシス テム を 利用する こ と のでき る 全教職員
向けの情報サイ ト

https ://s ite s .g oog le .com/
a /oen .ed .jp /school-
porta l/

全国教員研修プラ ッ ト フ ォ ー
ム 「 Pla nt」 のロ グ イ ン ペー
ジ

教育セン タ ー
月毎の研修カ レ ン ダーや研修の実施要項、 申込・
届出様式など を 掲載

https ://p la nt.n its .g o.jp /

こ の事業ででき る こ と 各種HPのURL、 二次元コ ード が確認でき る

優れた授業の取組事例等を 動画で紹介し て授業改
善に取り 組める 環境を 構築。 「 シリ ーズ授業ま る
ご と 」 「 シリ ーズＩ Ｃ Ｔ 活用」 「 シリ ーズわが校
の魅力」 など

・ 教職員研修に関する こ と や教科指導・ 教材研究
のための資料を 掲載
・ 保護者や教職員の相談窓口を 掲載

大分県教育庁チャ ン ネル

大分県教育セン タ ーホ ーム
ページ

教育改革・ 企画課

教育セン タ ー

名称 担当部署 内容 URL 二次元コ ード

https ://w w w .youtube .com
/use r/oita e du

http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s
osh iki/3 1 4 0 1 /

HP等詳細掲載場所 下記参照

ホーム ページを 利用し た情報提供
困り 、 負担に感じ ている こ と HP等必要な情報がど こ にあ る か手早く 確認し たい
県教委担当部署（ 連絡先） 下記参照

6



事業概要

HP等詳細掲載場所 下記参照

授業準備に使える サイ ト 一覧
困り 、 負担に感じ ている こ と 指導案や教材など の資料を 掲載し ている サイ ト を 知り たい
県教委担当部署（ 連絡先） 下記参照

国、 県のHPで掲載する 資料等の場所が分かる 。

表題
楽し く て力の付く 授業づく り

～新大分ス タ ン ダード  R8 改訂版～

担当部署

義務教育課

授業構想チェ ッ ク シート
（ 特別支援）

特別支援学校における
主体的・ 対話的で深い学び事例集

特別支援教育実践事例

学習指導案作成の手引き
（ 特別支援）

こ の事業ででき る こ と

文科省

http s ://s ite s .g oog le .com/oen.e d .jp/h ig h-school-ict/

http s ://w w w .mext.g o.jp /a _ menu/shotou/new -cs/1 3 9 4 1 4 2 .htm

Ｉ Ｃ Ｔ 活用授業の優良事例

体育・ 保健体育実践事例

教育Ｄ Ｘ 推進課

体育保健課

https ://o ita -e duporta l.com/

http s ://s ite s .g oog le .com/oen.e d .jp /pe s/

特別支援教育教材ポータ ルサイ ト

イ ン ク ルーシブ教育シス テム
構築支援データ ベース

国立特別支援教育
総合研究所

国立特別支援教育
総合研究所

http s ://kyoza i.n is e .g o.jp /

http s ://inc lus ive .n is e .g o.jp /

学習支援コ ン テン ツ 等 文科省 http s ://ta nosh ikuma na b ita i.mext .g o.jp /

URL

http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyo iku/ta nosh ikute t ika ra notsuku jug you.h t
m l

大分県教育セン タ ー

大分県教育セン タ ー

大分県教育セン タ ー

大分県教育セン タ ー

https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyo iku/ce nte r-tokush i-j ire i.h tm l

h ttp s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyo iku/g a kushuu-sh id oua n-teb iki.h tm l

http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/jyug you-kousou-che ck.htm l

http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/tokush i-shuta i-ta iw a .htm l

大分県立高等学校
ICT活用授業実践事例集

各教科等に関係する 教材や資料集等

教育Ｄ Ｘ 推進課
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事業概要

こ の事業ででき る こ と 小中学校への地域学校協働活動推進員の配置拡充やコ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールと 地域学校協働活動の充実を 図る

地域と 学校の連携・ 協働体制構築事業
困り 、 負担に感じ ている こ と 地域や保護者の方と 連携・ 協働し ながら 、 学校の教育活動を 進めていき たいがど う すればよ いか
県教委担当部署（ 連絡先） 社会教育課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 2 8 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /g a kkokyoiku/lis t2 1 4 8 6 -2 5 1 0 4 .htm l

【 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール（ 学校運営協議会制度） 】

コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールと は、 保護者や地域住民等が参画する 学校運

営協議会を 設置し 、 地域と 連携・ 協働し ながら 学校運営に取り 組む学校

のこ と 。 学校運営協議会では、 学校の運営（ 働き 方改革含む） と そのた

めに必要な支援について協議を し ま す。

【 地域学校協働活動】

地域学校協働活動と は、 地域と 学校が連携・ 協働し て行う 、 子ど も た

ちの成長を 支える 様々な取組・ 活動のこ と 。

【 地域学校協働活動推進員】

地域学校協働活動推進員と は、 地域学校協働活動を 実施する にあ た

り 、 企画・ 提案や関係者と の調整など 全体のコ ーディ ネート を 行う 者

のこ と 。

コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール（ CS ） と は？ 地域学校協働活動と は？

こ んなこ と で困っ たら …

う～ん …

●▲■中学校

学校運営協議会

地域学校協働活動推進員・地域住民・保護者 等

地域とのつながり

（ネットワーク）の活用

1 2 3 4

職場体験の目的は…

断られることもあるだろうし…

生徒にこんな体験をさせたく…
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事業概要

○全ての公立小・ 中学校・ 県立学校に、 公認心理師等のＳ Ｃ （ ス ク ールカウ ン セラ ー） を 配置
○Ｓ Ｃ に指導助言等を 行う Ｓ Ｖ （ ス ーパーバイ ザー） を 、 各教育事務所管内に配置

○Ｓ Ｃ 活用事例 ○負担軽減のポイ ン ト

こ の事業ででき る こ と 心理についての専門的な知見を も と に、 課題解決を 目指すこ と ができ る 。

ス ク ールカウ ン セラ ー等配置事業
困り 、 負担に感じ ている こ と 複雑化・ 多様化する 困り や心理的な悩みを 抱える 児童生徒と 保護者が増加し ており 、 対応に苦慮し ている 。
県教委担当部署（ 連絡先） 学校安全・ 安心支援課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 4 6 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/scg u id e line .h tm l

○児童生徒へのカウ ン セリ ン グ

○カ ウ ン セリ ン グ等に関する 教職員及び保護者に

対する 指導や援助

○児童生徒のカウ ン セリ ン グ等に関する 情報収集

及び提供

○その他、 児童生徒のカウ ン セリ ン グ等に関し 、

各学校で必要と 認めら れる 事項

職務内容

欠席や保健室登校が続いていた生徒が徐々に外出への不安を 訴え、 学校以外の場面にも 参加でき なく

なっ たため、 担任や養護教諭を 通じ てス ク ールカ ウ ン セラ ーと 面談。 本人や保護者の同意のも と 、 Ｓ Ｃ 面

談や医療機関における 情報を 共有。 校内教育支援セン タ ーの活用や、 Ｓ Ｃ 面談を 継続、 症状緩和のため医

療機関受診や通院加療を 行う こ と になっ た。 遅刻や早退、 欠席はあ る が、 ク ラ ス 内に話せる 友人ができ 、

学校生活の中心が教室へと 変わっ ていっ た。 不安が高ま っ たと き は保健室や校内教育相談支援ルーム を う

ま く 活用し 、 担任や養護教諭、 教育相談コ ーディ ネータ ー、 Ｓ Ｃ と の相談も 継続し て実施し ている 。

☆こ の他、 いじ めに関する 相談や家庭の貧困に関する 相談事例など があ り ま す。 教育相談に関する 困り ご

と があ れば、 遠慮なく Ｓ Ｃ へご 相談く ださ い。

・ Ｓ Ｃ を 活用する こ と で、 児童生

徒対応において適切な役割分担が

可能になっ た。

・ ク ラ ス 担任一人の悩みが、 Ｓ Ｃ

に相談する こ と で、 組織的な対応

につながっ た。 課題解決にも Ｓ Ｃ

が大き な役割を 果たし 、 教員の負

担軽減につながっ た。
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事業概要
○学校現場において、 貧困によ る 不登校を 含めた家庭環境に起因する 様々な課題を 抱える 児童生徒を 生活支援等の関係機関（ 児童相談所・
福祉事務所等） に繫げる Ｓ Ｓ Ｗ（ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー） の配置によ り 学校を 支援する 。
○Ｓ Ｓ Ｗに指導助言等を 行う Ｓ Ｖ （ ス ーパーバイ ザー） を 、 学校安全・ 安心支援課に配置

○Ｓ Ｓ Ｗ活用事例 ○負担軽減のポイ ン ト

こ の事業ででき る こ と 福祉についての専門的な知見を も と に、 課題解決を 目指すこ と ができ る 。

ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー配置事業
困り 、 負担に感じ ている こ と 複雑化・ 多様化する 困り や心理的な悩みを 抱える 児童生徒と 保護者が増加し ており 、 対応に苦慮し ている 。
県教委担当部署（ 連絡先） 学校安全・ 安心支援課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 4 7 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/2 0 0 0 3 0 1 .htm l

○問題を 抱える 児童生徒が置かれた環境への働き かけ

○関係機関等と のネッ ト ワ ーク の構築、 連携・ 調整

○学校内における チーム 体制の構築、 支援

○保護者、 教職員等に対する 支援・ 相談・ 情報提供

○研修会等での助言

○県教委、 市町村教委、 学校の校長が要請する 児童生

徒への支援に関する 業務

職務内容

・ 生徒Aは体調不良によ る 遅刻早退で欠課時数増。 保護者への連絡がつき にく く 、 Ｓ Ｓ Ｗへ介入依頼。

ケ ース 会議で課題整理を 行い、 医療受診につなぎ、 Aは起立性調節障害と 診断。 発達検査でも 特性が顕著。

登校時の支援策も 親子へ提案し たが登校には結びつかず。 ひと り 親家庭でダブルワ ーク の保護者の心労も

あ り 、 Ｓ Ｓ Ｗが定期的に面談継続。 ま た、 主治医の助言でAの社会的自立を 視野に、 Ｓ Ｓ Ｗと ＭＳ Ｗ（ 医

療ソ ―シャ ルワ ーカ ー） が連携。 受診時に親子に対し て転学や就労についての選択肢も ある こ と を 説明し 、

支援が途切れないよ う 同意を 得て市のひき こ も り 支援担当課に情報提供し た。

・ Ｓ Ｓ Ｗはケ ース 会議を 開催し 、 生徒の見守り と 親族への連絡は学校が、 医療機関等と の連携はＳ Ｓ Ｗが

役割分担する こ と と し た。

・ Ｓ Ｓ Ｗを 活用する こ と で、 児童

生徒対応において適切な役割分担

が可能になっ た。

・ 関係機関と の連携が迅速になっ

た。

・ 組織対応によ る 「 分業・ 協働」

で、 早期解決につながり 、 教職員

の負担軽減につながっ た。
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事業概要
○児童生徒に対する いじ めの未然防止と 、 いじ め等にかかる 学校の対応力向上を ねら いと し て、 平成３ ０ 年度から Ｓ Ｌ （ ス ク ールロ イ ヤー）
活用事業を 実施。 法律の専門家が、 各学校における 法的側面から のいじ めの予防教育の推進や、 生徒指導に関する 法的相談への対応等、 諸課題
の解決支援を 行う 。

こ の事業ででき る こ と ス ク ールロ イ ヤーに法的相談ができ たり 、 校内研修やいじ め予防授業の講師と し て活用でき る

ス ク ールロ イ ヤー活用事業
困り 、 負担に感じ ている こ と いじ め、 ト ラ ブル、 学校事故など 学校で発生する 多様な問題に対し 、 法律の観点が分から ない。
県教委担当部署（ 連絡先） 学校安全・ 安心支援課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 4 7 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/school-la w ye r.htm l

＜活用①＞

いじ めの未然防止のため

の法教育の観点から の授業

を 行う 。 ま た、 校内研修に

参加し 、 学校における 適切

ないじ め対応はど う ある べ

き かについて、 校内研修に

おける 事例検討会やケース

会議に参加し 、 講師を 行う 。

＜活用②＞

保護者から の訴えに対し

て、 学校はすぐ に回答する

のではなく 、 Ｓ Ｌ に相談し 、

法律に照ら し て、 ど のよ う

に対応すべき かアド バイ ス

を 受けた後に回答。 具体的

には、 面談・ 電話にて学校

の相談活動を 行う 。

主訴 概要
いじ め 保護者間のト ラ ブルについて
保護者DV 情報提供可否について
学校事故 学校施設利用時の事故について

法的相談の事例

＜研修参加者の声＞

・いじめは法律でしっかり禁止

されているとわかった。SNSで

の人との付き合いは気をつけ

ないといけないとわかった。(小

学校児童）

・学校がやるべきことの線引き

が確認できてよかった。抱え込

まず、組織的に動けるように心

がけたい。（高校教諭）

・これまでは対応に悩んで、何度も職員会議をもっていた

が、ＳＬから法的に問題が無いというアドバイスを受けたこ

とで、会議時間が短縮できた

・法律に照らしたアドバイスを受けたことで、保護者に対応

する際に、不安が無くなった

※活用方法は、学校安

全・安心支援課のＨＰ内

に掲載している「スクー

ルロイヤー活用事業実

施要項」をご覧ください。
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事業概要
○いじ めに関する 相談窓口 ○大分県内の不登校を 考える 親の会

　 ～不登校を 経験し た保護者同士のつながり ができ ま す。

○大分県内にあ る 教育支援セン タ ー

こ の事業ででき る こ と 学校以外の窓口に相談し た内容について、 情報共有を 図る こ と で、 課題解決を 目指すこ と ができ る 。

教育相談に関する 外部相談窓口①
困り 、 負担に感じ ている こ と 悩みや困り があ る が学校に相談を する こ と ができ ない児童生徒・ 保護者がいる 。
県教委担当部署（ 連絡先） 学校安全・ 安心支援課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 7 5 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/souda n.h tm l

※大分県内の教育支援セン タ ーはHPでご 覧く ださ い。

http s ://w w w .p re f .o ita .jp/s ite /kyo iku/kyoikucent

e r.h tm l ※大分県内の不登校を 考える 親の会

【 ２ ４ 時間子供Ｓ Ｏ Ｓ ダイ ヤル】 （ 学校安全・ 安心支援課）

○フ リ ーダイ ヤル 0 1 2 0 -0 -7 8 3 1 0 （ なやみいおう ）

【 いじ め相談（ メ ール） 】 （ 学校安全・ 安心支援課）

○「 いじ め」 等について､メ ールによ る 相談窓口を 開設し ていま す。

メ ールによ る 相談窓口はこ ちら no-ij ime@p re f .o ita .lg .jp

【 いじ め匿名連絡サイ ト ス ク ールサイ ン 】 （ 学校安全・ 安心支援課）

○ス マート フ ォ ン やパソ コ ン から 、 「 いじ め」 等について匿名で連絡が

でき る 窓口を 開設し ていま す。 県が連絡を 受け、 学校と 共有し ま す。

大分県では、 県教育セン タ ーにある 「 ポラ ン の広場」 を はじ め、 １ ７

市町に 教育支援セン タ ーが開設さ れていま す。

【 主な活動内容】 それぞれの教育支援セン タ ーで多少異なり ま すが、

概ね、 以下の活動を 行い、 不登校児童生徒の学校復帰及び社会的自立

を 目指し ていま す。

１ ． 来所・ 電話・ 訪問相談など 不登校児童生徒及び保護者への支援

２ ． 不登校児童生徒に対する 学習や体験活動等のプロ グ ラ ム

３ ． 関係機関と の連携、 親の会の活動 等
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事業概要
○生徒指導支援チーム ○大分県学校問題相談窓口

○警察と の連携

こ の事業ででき る こ と 県教委から の学校への指導助言や保護者面談を 通し て対応の方向性について糸口を 見つける こ と ができ る 。

教育相談に関する 外部相談窓口②
困り 、 負担に感じ ている こ と 生徒指導事案が複雑化し たり 、 学校の対応に納得し ない家庭について、 学校だけでの対応が困難になる 。
県教委担当部署（ 連絡先） 学校安全・ 安心支援課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 7 5 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/g s-ma dog uch i.h tm l

生徒指導事案が発生し 、 学校から 派遣要請があっ た場合には、 児童福祉や

更生保護の専門家等で構成する 「 生徒指導支援チーム 」 を 派遣し 、 問題事

案の早期解決の支援や児童生徒へのカウ ン セリ ン グ 、 周囲の児童生徒のケ

アなど を 行いま す。

【 警察と の連携】

学校と 警察が連携を 密にし 、 再非行の防止、 被害の拡大防止、 児童生

徒の健全育成の観点から 、 児童生徒の問題行動等に係る 『 学校と 警察

の連絡制度』 を 実施

【 警察と の相互連絡制度に関する 協定】

児童生徒の問題行動や被害事案等については、 学校だけで対応する こ

と が困難な状況も 見ら れる こ と から 、 児童生徒の非行及び犯罪被害の

未然防止並びに安全確保を 図る ため、 学校と 警察の連絡体制を 制度化

し 、 『 学校と 警察と の相互連絡制度に関する 協定』 を 県教育委員会と

警察本部と の間で締結し ま し た

学校だけでは解決が難し い保護者や地域住民と の間で生じ た問題等について相談

に応じ 、 助言を 通し て、 学校・ 教員の負担軽減を 図る 。 県教育委員会に学校問題

相談窓口を 設置し 、 学校管理職経験者であ る 学校問題相談コ ーディ ネータ ーを 配

置し 、 組織的に学校を 支援する 。 コ ーディ ネータ ーは相談者の話を 聴き 、 事実関

係を 整理し たう えで、 解決に向けた助言等を 行う 。 相談内容によ っ ては、 専門家

（ 弁護士、 警察等） から の助言を 受けたう えで回答を し ま す。
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事業概要

＜出前研修実施講座一覧＞

こ の事業ででき る こ と 大分県教育セン タ ー指導主事を 招いた出前講座で研修を 実施でき る
HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /sosh iki/3 1 4 0 1 /

大分県教育セン タ ーによ る 出前研修
困り 、 負担に感じ ている こ と 校内研修の企画する 際に外部講師を 招いた研修を 行いたい
県教委担当部署（ 連絡先） 大分県教育セン タ ー（ 0 9 7 -5 6 9 -0 1 1 8 ）

大分県教育セン タ ーでは、

パッ ケ ージ化し た出前研修の提供

と 教育活動の支援を 行っ ていま す。

出前研修の申込様式は、 大分県

教育セン タ ーのホ ーム ページから

ダウ ン ロ ード でき ま す。

ま ずは電話にてご 相談く ださ い。

【 様式ダウ ン ロ ード 】
http s ://w w w .p re f .o ita .jp/s ite /
kyoiku/r8 -dema e-yosh iki.html

研修

番号

講座

番号

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

2 1

2 2

2 3

3 1

3 2

3 3

講座名 問合せ先

ICTを 活用し た授業づく り （ 小・ 中・ 高）
S8 0 1

大分県教育セン タ ー

教科研修・ ICT推進部

0 9 7 -5 6 9 -0 2 2 7 ( 直通)

プロ グ ラ ミ ン グ 教育（ 小）

情報モラ ル教育（ 小・ 中・ 高）

「 特別の教科　 道徳」 の授業づく り （ 小・ 中）

学習評価の充実（ 小・ 中・ 高）

学校全体で取り 組む授業研究の在り 方（ 小・ 中・ 高）

S8 0 2

S8 0 3

大分県教育セン タ ー

特別支援教育部

0 9 7 -5 6 9 -0 2 3 2 ( 直通)

大分県教育セン タ ー

教育相談部

0 9 7 -5 6 9 -0 8 2 9 ( 直通)いじ め・ 不登校の理解と チーム 支援（ 解決志向を 用いたケ ース 会議の活用）

学校で生かせる カ ウ ン セリ ン グ

人間関係づく り （ 『 大分県版人間関係づく り プロ グラ ム 』 の活用）

特別支援教育における 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向けた授業改善

特別支援学級・ 通級指導教室の授業づく り

通常学級における 発達障がいのある 児童生徒の理解と 支援
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事業概要

こ の事業ででき る こ と 育児休業中に研修を 受講する こ と ができ る

育児休業中のキャ リ ア形成支援
困り 、 負担に感じ ている こ と 育児休業中で仕事のブラ ン ク を 埋めら れる か不安
県教委担当部署（ 連絡先） 大分県教育セン タ ー（ 0 9 7 -5 6 9 -0 1 1 9 ） ・ 教育人事課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 2 7 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/h3 0 ikukyuu .htm l

出産・ 育児期間のブラ ン ク によ る キ ャ リ ア 形成や職場復帰に対する 不安を 軽減し 、

モチベーショ ン アッ プを 図る こ と を 目的に、 育児休業中の職員へ研修受講機会を

提供する と と も に、 安心し て研修に臨める よ う 託児サービ ス の提供を 行う など 、

育児休業中の職員のキ ャ リ ア形成を 支援し ま す。

○様々な研修を 受け、 出産・ 育児期間のブラ ン ク によ る 不安を 解消し ま し ょ う 。

○申込方法等、 詳細については、 大分県教育セン タ ーホ ーム ページ

「 育休職員のキ ャ リ ア 形成について」 を ご 覧下さ い。

http s ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/h3 0 ikukyuu .htm l

育児休業中の職員のキ ャ リ ア形成を 支援し ま す

◇問い合わせ先◇ 大分県教育セン タ ー 総務企画部 TEL： 0 9 7 -5 6 9 -0 1 1 9 （ 直通）

育児休業中の職場の様子や子育て支援制度に関する 最新情報など の情報提供、 育児を する 上での不安解消など を 目的と し て、 育児休業を 取得

し た 先輩職員や服務担当者など のアド バイ ザーを 配置し た情報共有・ 交流の場を 設定し 、 職場復帰がス ム ーズに行える よ う 支援し ま す。

育児休業中の職員を 対象にし た情報共有・ 交流の場づく り を 設定し ま す

独立行政法人教職員支援機構（ NITS ） の動画を

中心に、 5 0 本の研修動画を 準備し ていま す。

5 /1 ～1 /2 9 ま で視聴可能です。

研修申込・ 視聴は全国教員研修プラ ッ ト フ ォ ー

ム 「 Pla nt」 を ご 利用く ださ い。

P la ntのロ グ イ ン 方法は、 大分県教育セン タ ー

ホ ーム ページを ご 覧く ださ い。

○子育てと 仕事の両立についての講演や育児休業から 復帰し た職員（ 男性・ 女性） によ る 体験談発表も 行いま す。

○託児サービ ス の提供を 行っ ていま す。 オン ラ イ ン での参加も 可能です。 ◇問い合わせ先◇ 教育人事課 教育庁人事班

TEL： 0 9 7 -5 0 6 -5 4 2 7 （ 直通）

15



事業概要

【 小中学校担当】

【 県立学校担当】

こ の事業ででき る こ と メ ン タ ルヘルス に係る 相談窓口や対応方法が分かる

こ こ ろ のコ ン シェ ルジュ を 活用し ま し ょ う 教職員健康支援セン タ ーを 活用し ま し ょ う

メ ン タ ルヘルス に関する 相談支援体制
困り 、 負担に感じ ている こ と 心身の不調から メ ン タ ルダウ ン し ないための対処方法
県教委担当部署（ 連絡先） 福利課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 7 5 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /sosh iki/3 1 3 0 0

（健康相談専用電話）097-506-5475【保健師とのホットライン】

・ 仕事や心配事で眠れない、 夜間

早朝に目が覚める

・ 仕事のミ ス が多く なっ た

・ 物事に集中でき なく なっ た

・ 原因不明の身体症状（ 疲労感・

頭痛等） があ る

・ 食欲がなく なっ た、 味がし ない

・ 単純ミ ス が多く なっ た

・ 会話が少なく なっ た

・ 遅刻が多く なっ た

・ 一人でいる こ と が多く なっ た

自身がこんな症状を

自覚したとき

周囲から見てこんな

変化があったとき

気になる こ と があ れば

お電話く ださ い！

※「 学校現場における 管理監督者の

ための 職場復帰支援の手引き 」 参照

精神科医によ る 「 こ こ ろ の健康相談」 、 臨床心理士によ る 「 カ ウ ン セリ

ン グ 相談」 を 実施し ていま す。

※こ れら の相談は予約制です。 上記の電話番号へご 連絡く ださ い。

※福利課保健師が随時相談に応じ ていま す。 お気軽にご 利用く ださ い。

メ ン タ ルヘルス 対策と し て「 こ こ ろ のコ ン シェ ルジュ 」 を 県下

各地に配置し ていま す。 コ ン シェ ルジュ は各校を 巡回し 、 必要

に応じ て産業保健ス タ ッ フ に繋ぐ など の支援を 行っ ていま す。

※話を する だけでも 気持ちが落ち着く こ と があ り ま す。

仕事のこ と 、 人間関係のこ と 、 家族や個人的なこ と

安心し てご 相談く ださ い。

日時 月～金曜日 9 :1 5 ～1 7 :0 0

方法 学校訪問,電話,メ ール等

対象者 新採用,転入,面談希望者,管理職,

病気休暇や休職から の復帰者等

(

最近体の調

子が･･･

※ご相談・お問い合わせのプライバシー情報は固く秘守します。

中津教育事務所（2名）
0979-25-2212
nakatsu-con@oen.ed.jp
nakatsu-con2@oen.ed.jp

別府教育事務所（2名）
0977-67-6411
beppu-con@oen.ed.jp
beppu-con2@oen.ed.jp

大分教育事務所（2名）
097-506-5930
oita-con@oen.ed.jp
oita-con2@oen.ed.jp

佐伯教育事務所
0972-22-1929
saiki-con@oen.ed.jp

竹田教育事務所
0974-63-2103
taketa-con@oen.ed.jp

日田教育事務所（2名）
0973-23-5131
hita-con@oen.ed.jp
hita-con2@oen.ed.jp

福利課（2名）
097-506-5481
fukuri-con@oen.ed.jp
fukuri-con2@oen.ed.jp
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事業概要

こ の事業ででき る こ と ス ト レ ス チェ ッ ク の目的、 心のセルフ ケアが分かる

ス ト レ ス チェ ッ ク を 受検し ま し ょ う
困り 、 負担に感じ ている こ と ス ト レ ス が多く 心の不調があ る
県教委担当部署（ 連絡先） 福利課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 7 5 ）

HP等詳細掲載場所 http s ://w w w .p re f .o ita .jp /sosh iki/3 1 3 0 0 /

１ ． 自分自身を 振り 返り 、 心理的な 負担の程度（ ス ト レ ス 度） を 知る 。

２ ． 定期的に自分のス ト レ ス 度を 知る こ と で、 ス ト レ ス 解消や相談利用等の

セルフ ケ ア に役立てる 。

３ ． 集団分析結果を 職場環境改善のために活用し 、 働き やすい職場づく り を

推進する 。 ＊集団分析結果は所属職員全体の平均し た 値を 基にし たデータ です

ストレスチェックは、業務評価等とは無関係です！

個人の回答やコ メ ン ト 欄に書かれた 内容は、 ご 本人と 福利課保健師し

か見る こ と ができ ま せん。 「 誰かに話し た いけど …。 」 と 思いな がら も

話せないでいる こ と 、 相談でき ないこ と な ど ご ざ いま し たら 、 お聞かせ

く ださ い。

みな さ んがス ト レ ス チェ ッ ク を 行う こ と で、 個人へのサポート はも ち

ろ ん職場環境の改善のた めにも 活用でき ま すので、 積極的なご 利用を お

願いし ま す！

※小中学校勤務の方は教育行政用パソ コ ン から 以下のア ド レ ス を 直接入

力し てく ださ い。

（ http ://e -sh ind a n .oita -e d .jp /e -sh ind a n _ ky/d e f a u lt .h tm）

※県立学校勤務の方はｅ -オフ ィ ス シ ス テム から

「 ス ト レ ス チェ ッ ク 」 →「 教育庁・ 県立学校の方はこ ち ら から 」

福利課の保健師が個別に連絡し ま す。

１ ． メ ールで、 福利課保健師から 連絡し ま す（ 定期的に庁内連絡・ Ｏ Ｅ Ｎ

メ ールを ご 覧く ださ い）

２ ． 医師によ る 面接を お勧めする こ と があ り ま す。 ご 本人が希望する 場合、

日程を 調整し 医師面談の予約を 入れま す。

３ ． 必要に応じ て相談事業の紹介も し ていま すので、 気軽にご 利用く ださ い。

１ ． ス ト レ ス チェ ッ ク はいつでも 、 何度でも 、 お好き な と き に受検可能です。

２ ． ス ト レ ス チェ ッ ク は少な く と も 年２ 回は定期受検し てく ださ い。

5 ～7 月末（ 義務制は8 月末ま で） に１ 回、 1 0 ～1 2 月末（ 義務制

は1 月末ま で） に1 回、 各自で実施し ま し ょ う 。

（ 所要時間： 約５ ～６ 分）

３ ． 結果の履歴を 見る こ と ができ 、 自分の過去のス ト レ ス 度を 振り 返る こ と

も でき ま す。

ストレスチェックの目的は？ ストレスチェックで自分の“こころのSOS”

に気づきましょう！

ストレスチェックを以前ご利用された方で「パスワードを忘れてしまっ

た」という方は、教職員健康支援センター（ 097-506-5478 ）までご連絡
ください。パスワードの初期化処理を行います。

初めてご利用される方は、画面の指示に従ってお好きなパスワード

を登録し、ご利用ください。

ストレスチェックで高ストレスと判断されたら？

忙しいときは自分のストレス度を確認しましょう！

ストレスチェックは

労働安全衛生法に

定められています
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事業概要

1 　 勤務実態改善計画と は

２ 　 何を 書けば良いのか
（ １ ） 自校の現状分析

（ ２ ） 本年度取り 組む重点テーマを 1 つ決める

（ ３ ） 重点テーマに沿っ た具体的取組内容

（ ４ ） 計画の検証、 修正
　 重点テーマで定めた目標の進捗状況はど う か、 取組の追加・ 修正が必要ないか検証を 行いま す。 必要な ら 数値目標自体を 修正し ても 構いま せん。 検
証の頻度は学期ご と 、 も し く は半期ご と に行い、 目標を 立てっ ぱなし にせず、 年度内に1 回以上の検証を 行いま し ょ う 。

こ の事業ででき る こ と 適切な勤務実態改善計画を 作成でき る

　 「 勤務実態改善計画」 は、 各学校の業務改善の指針と し て毎年度取組内容の点検・ 見直し を 依頼し ていま す。
　 給特法等一部改正法によ り 、 各服務監督教育委員会は「 教育職員に関する 業務量管理・ 健康確保措置実施計画」 を 策定・ 公表が義務付けら れたこ と
から 、 各学校においては、 所管の教育委員会の実施計画に即し た内容と なる よ う 、 各学校の取組内容の点検・ 見直し を お願いし ま す。

　 ま ずは、 現状分析を 行い、 実態把握から 始めま し ょ う 。 極力数値やデータ を 活用し て、 よ り 具体的な課題の洗い出し を 行いま す。

　 次に、 データ を 元に特に取り 組みたい重点テーマを 1 つだけ 決めま す。 テーマを 絞る 代わり に数値目標を 定めて 検証と 改善を 繰り 返し 、 確実に業務
改善を 積み重ねま し ょ う 。

　 重点テーマが決ま っ たら 、 具体的取組内容を 決めていき ま す。 管理職が行う こ と 、 職員が行う こ と 等、 取組を 行う 主体を 分けて様々な 視点から 取
組内容を 検討し てみてく ださ い。 ま た、 『 やる こ と 』 だけでなく 『 やら ないこ と 』 を 決めておく のも 良いと 思いま す。

HP等詳細掲載場所 HP等への掲載なし

勤務実態改善計画の策定
困り 、 負担に感じ ている こ と 勤務実態改善計画で何を 書く べき か分から ない。 作っ ても 実効性が伴う か分から ない。
県教委担当部署（ 連絡先） 教育人事課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 1 9 ）

（ 書き 出すデータ の例） ・ 児童生徒数 ・ 学級数 ・ 職員数 ・ 職員の年齢構成（ 平均年齢） ・ 分掌数 ・ 部活動数や昨年度実績 ・ 学校

行事予定 ・ 前年度時間外在校等時間 ・ 前年年休取得時間 ・ 集団分析結果（ 所見等） ・ 健康診断受診率 ・ ス ト レ ス チェ ッ ク 受診率

（ 重点テーマ例） ・ 職場内会議等の見直し ・ 時間外在校等時間の縮減 ・ ICTを 活用し た業務改善 ・ 年休取得日数の増加

（ 取組内容例） ・ 会議資料の紙配布廃止 ・ 電話の時間外応答は留守電 ・ 部活動練習時間の短縮 ・ 年休取得計画の作成
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事業概要

　 　
　 　
 　
　 　 　

　 各学校で「 学校の部活動に係る 活動方針」 及び「 各部の活動計画等」 を 策定
し 、 その方針に則っ た活動を 行っ ていき ま す。
　 なお、 活動方針、 活動計画等は各学校のホ ーム ページで公開する こ と になっ
ていま す。
　 成長期にあ る 生徒が、 学習・ 部活動・ 食事・ 休養及び睡眠等のバラ ン ス のと
れた生活を 送る こ と ができ る よ う な配慮と 、 職員の負担軽減の、 両方の観点が
必要です。
　 休養日や活動時間の設定が実効性のあ る 取組と なる よ う 、 学校組織全体で取
り 組みま し ょ う 。

こ の事業ででき る こ と 効率的・ 効果的な活動の導入

県教育委員会では、 文部科学省の「 部活動改革及び地域ク ラ ブ活動の推進等

に関する 総合的なガイ ド ラ イ ン ( R7 .1 2 ) 」 に則り 、 「 部活動改革及び地域ク

ラ ブ活動の推進等に関する 大分県の方針」 を 策定（ 令和8 年３ 月2 6 日付け教

委体第3 3 5 3 号、 教委文3 0 1 9 号） 。 その中で、 以下のと おり 休養日及び活動

時間の基準を 示し ていま す。

部活動の適正な運営（ 活動時間・ 休養日の設定）
困り 、 負担に感じ ている こ と 部活動の活動時間が長く 、 休みも 少ない
県教委担当部署（ 連絡先） 体育保健課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 6 3 9 ） 、 文化課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 9 3 ）

HP等詳細掲載場所 https ://o ita -p re f -c lubp la t f orm .a s f w eb .jp/　 （ おおいた部活動改革ポータ ルサイ ト ）

【 中学校】

○活動は平日のみの２ 時間程度

※地域の実情等によ り 地域展開が進んでいない場合の特例措置

と し て、 休日１ 日の活動可。 週1 1 時間程度の範囲内と する

○休養日は週当たり ２ 日以上（ 平日１ 日以上、 週末１ 日以上）

【 高等学校】

○活動時間は原則、 平日３ 時間・ 休業日４ 時間程度

○休養日は原則、 週２ 日以上（ 内１ 日は週休日が望ま し い）

○学校の特色及び競技種目や分野の特性、 大会・ シーズン 等を

考慮し 、 各学校において弾力的に休養日や活動時間の設定可能

○その場合でも 、 週１ 日及び月１ 日以上の週休日は完全休養日

【 中高共通】

○長期休業中は、 連続し た休養日や、 長期の休養期間を 設定

○休養日と し て設定し た日に大会参加等で活動し た場合は、 休

養日を 他の日に振り 替え、 休養日を 確保

○大会参加等で、 基準と する 活動時間を 上回っ た場合、 週や月

単位で他の日の活動時間を 調整、 休養日にする など し て、 生徒

に過重な負担と なら ないよ う 配慮する

各学校の取組適切な休養日・ 活動時間の設定

○部活動用指導の手引（ 運動部） を 活用し ながら 、 科学的、 合理的で効率

的な練習方法を 工夫し 、 短時間でも 充実し た活動に努めま し ょ う 。

○顧問は、 ス ポーツ 医・ 科学の見地、 生徒の健全な成長の観点から 休養を

適切に取る こ と が必要であ る こ と 、 過度の練習がス ポーツ 障害・ 外傷のリ

ス ク を 高め、 体力・ 運動能力・ 技術の向上につながら ないこ と や、 生徒の

心身に負担を 与える こ と 等を 正し く 理解し ま し ょ う 。

○顧問は、 生徒と の意見交換など を 通じ て、 生徒の多様なニーズや意見を

把握し 、 生徒の主体性を 尊重し つつ、 目標・ 指導の方針を 設定し ま し ょ う 。

取組事例 【合理的でかつ効率的・効果的な部活動指導】
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事業概要

　 　
　 　
 　
　 　 　

こ の事業ででき る こ と 効率的・ 効果的な活動の導入

部活動の適正な運営（ 指導・ 支援体制）
困り 、 負担に感じ ている こ と 部活動に係る 顧問教員の負担が大き く 、 体制を 見直し たい。 専門的な指導ができ る 教員がいない。
県教委担当部署（ 連絡先） 体育保健課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 6 3 9 ） 、 文化課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 9 3 ）

HP等詳細掲載場所 https ://o ita -p re f -c lubp la t f orm .a s f w eb .jp/　 （ おおいた部活動改革ポータ ルサイ ト ）

県立学校における 支援体制部活動指導体制の見直し

○特定職員に負担が集中し ないよ う 、 学校全体で部活動の運営や

指導方針を 検討し 、 顧問を 複数配置する など 指導体制を 見直す。

○管理職は、 生徒や職員の数等を 踏ま え、 円滑に部活動を 実施で

き る よ う 、 適正な数の部活動を 設置する 。

○経験のない部活動の顧問になっ た場合は、 外部指導者等を 活用

し 、 専門的・ 技術的な助言を も ら う など の協力を 得る 。

○年間を 通し て参加する 大会や地域の行事・ 催し 等の精選を 図る 。

市町村立学校における 支援体制

【 部活動指導員活用事業】

〇県立学校へ競技指導等を 専門と する 部活動指導員を 派遣し 、 部活動の

質的向上及び教職員の負担軽減を 図る

※A方式（ 競 技 指 導） ： 年間2 1 0 時間以内での配置

B方式（ ト レ ーナー） ： 年間1 1 2 時間以内での配置

【 安全・ 安心な学校部活動支援事業】

○県立学校の部活動において、 公式大会に参加する ために学校管理自動

車等の片道1 0 km以上を 行う 場合には、 専任の運転手を 雇う 経費を 補助

※時間単価： ６ ， ０ ０ ０ 円 補 助 率： ２ ／３ 以内

【 豊後大野市の取組】

〇令和8 年8 月で部活動が廃止さ れ、 地域ク ラ ブ（ Bung oono Club

（ 通称ABC） ） によ る 新たな活動がス タ ート

【 竹田市の取組】

〇令和8 年度から 、 休日の活動はすべて地域ク ラ ブにおける 活動と なる 。

平日の活動についても 、 市総合運動公園や竹田中学校を 拠点と し た地域

ク ラ ブ活動が行われている 。

※佐伯市においても 休日の活動は地域ク ラ ブ活動と なる など 、 各市町村にお

いて、 実情に応じ た地域展開が進めら れている

※詳細は、 各市町村教育委員会へ確認を お願いし ま す

取組事例

○年度当初のPTA総会で管理職から保護者へ「部活動については、教員の

負担軽減等に配慮し、本校では休養日を設定して活動の統一を図る」旨を

説明・周知することで、学校全体で休養日を取得しやすくする。

○外部指導者を活用し、複数の部がフィジカルトレーニングを合同で行うこ

とで、全ての部顧問が部活動に参加しなくてもよい体制を整える。

○新採用者は、初任研に時間が必要であること、教諭として最も必要な教

科指導や学級経営等を学ぶ時間が必要であることから、顧問の配置につい

て配慮することが望ましい。

○指導者は複数体制とし、特定の職員に負担が集中しないように配慮する。

職員数が足りずに複数指導体制が取れない学校は、関係者の理解を得な

がら、学校規模に応じて部活動数の見直しを検討することが理想である。

負担軽減PTでは、「適正な部活動の在り方について」の議論を重ねており、
その中で出された学校現場が参考となる意見の一部を紹介します。

Active
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事業概要

こ の事業ででき る こ と 各種休暇制度の大ま かな概要が分かる

各種休暇制度の取得促進
困り 、 負担に感じ ている こ と 休暇制度が色々あ る のは分かる が、 多すぎてよ く 把握でき ない
県教委担当部署（ 連絡先） 教育人事課給与制度班（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 1 9 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/2 0 0 0 3 2 0 .htm l

①年次有給休暇の取得促進・ 計画的取得

②長期勤続休暇及び夏季休暇等の取得促進

③男性職員の子育てに係る 休暇の取得促進

④週休日の振替対象期間の拡大

＜参考＞

大分県特定事業主行動計画（ 県立学校職員対象） （ 期間： R8 ～R1 2 ）

年次有給休暇の年間取得目標 1 5 日以上

※令和6 年実績は、 平均1 5 .1 日

※市町村立学校職員は、 各市町村ご と に計画が策定さ れていま す。

年次有給休暇（ 一の年において2 0 日、 繰越し を 含め最大4 0 日） は、 管理

監督者が業務調整や声掛けを 行い率先し て取得し 、 職員も 周囲に配慮し て

計画的に取得し ま し ょ う 。 取得実績の確認や会議・ 行事開催に関する の配

慮も 忘れず、 仕事と 家庭の両立支援を 図り ま す。

○長期勤続休暇（ 各年度内に満3 5 歳、 4 5 歳又は5 5 歳に達する 職員に対し

て連続する 3 日間）

○夏季休暇（ 6 月1 日～9 月3 0 日の間に5 日間※取得期間の特例措置有）

管理職は職員が休暇を 計画的に連続取得でき る よ う 応援体制を 整え、 取得

し やすい職場環境を 作り ま し ょ う 。 職員は長期勤続休暇や夏季休暇を 計画

的に取得し 、 完全消化を 目指し ま し ょ う 。

平成2 6 年1 月1 日から 週休日の振替対象期間が「 前4 週間～後8 週間」 から

「 前8 週間～後1 6 週間」 に拡大さ れま し た。 所属長は振替が勤務日の直近

で行われる よ う 努め、 確実に取得でき る 職場環境を 整えま し ょ う 。 職員も

振替休日の確実な取得を お願いし ま す。

各種休暇制度周知のために「 教職員のための

休暇ハン ド ブッ ク 」 を 作成し ていま す。 教育

人事課HP「 教職員のみなさ んへ」 を ご 覧く だ

さ い。

＜参考＞

大分県特定事業主行動計画（ 県立学校職員対象） （ 期間： R8 ～R1 2 ）

男性職員の育児休業取得率目標 教育委員会： 国の目標（ 8 5 ％） 以上

※令和6 年度実績は、 3 3 .3 %

※市町村立学校職員は、 各市町村ご と に計画が策定さ れていま す。

所属長は子ど も が産ま れた男性職員の休暇取得状況を 把握し 、 育児休業等

の各種制度説明と 出産補助休暇（ 産前4 週～産後2 週の間で3 日間） と 育児

参加休暇（ 産前8 週～出産後1 年の間で5 日間） の取得促進を 行いま し ょ う 。

通院等のサポート から 、 上の子の養育など 多様に使う こ と ができ る 休暇で

す。 積極的に利用し ま し ょ う 。
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事業概要 ※下記はこ れま で取り 組んでき た一例です。 各部署において効率的な研修のあ り 方や精選・ 縮減の検討を 重ねており ま す。

＊Ｗｅ ｂ を 活用し た
動画配信の取組

＜教育DX推進課＞
・ 年間５ 回の市町村ICT連絡協議会を 全てオン ラ イ ン で実施。 ま た、 各種の説明会も オン ラ イ ン で開催。
・ 会議の時間短縮のため、 事前に資料を 配付。 当日、 チャ ッ ト 機能等を 使い、 質問等を 集約し 、 後日回答を 行っ た。
＜教育財務課＞
証明料キャ ッ シュ レ ス 化に係る 説明会を オン ラ イ ン で実施。 事前の資料配布によ り 時間短縮を 図っ た。 (R6 年度）
各校向け説明会を 見直し 、 年度当初に就学支援関係と 会計事務関係を 併せた説明会を オン ラ イ ン で実施。 （ R7 年度）
委託契約に係る 実務研修会を オン ラ イ ン で実施。 事前に資料を 配布し たう えで、 研修動画を 配信し た。 （ R7 年度）

＜県教育セン タ ー＞（ 令和６ 年度～）
採用者が増加し 、 研修受講対象者が同一校に複数名いる 場合に分散し て受講でき る よ う にする ため、 研修日程の複数設
定を 実施。 【 対象： 初任者研修(特) ， ス テッ プアッ プ研修Ⅰ( 小) ， ス テッ プアッ プ研修Ⅱ(小・ 特) ， フ ォ ロ ーアッ プ研
修( 特)， 中堅教諭等資質向上研修(小・ 特) 】

＜教育財務課＞（ 令和４ 年度）
学校運営費補正予算及び産業教育設備整備要望にかかる ヒ アリ ン グ を 、 Zoomを 活用し オン ラ イ ン で実施。

＜県教育セン タ ー＞
初任者研修「 自然体験活動」 を １ 日→半日と し た。 ( 令和６ 年度～)
初任者研修に係る 「 校長等説明会」 については、 年度当初の遠隔開催を 、 前年度末から 時間を 選んで視聴可能なオン デ
マン ド 研修に変更。 （ 令和８ 年度～）
＜義務教育課＞
教育研究団体と 連携し 、 条件を 満たす場合には、 研究団体が実施する 研究会等への参加を も っ て、 １ ２ 月末に実施する
大分県研究協議会の参加に代えている 。 （ 令和７ 年度： 小学校１ ０ 部、 中学校９ 部会）
〈 教育財務課〉 （ 令和7 年度）
全県立学校を 対象に年2 回行う 会計事務指導について、 1 回目を Web研修会と する こ と で訪問指導回数を 削減し た。

＜各課＞
研修等の参加申込を 簡易申請シス テム で回答でき る よ う に変更。

＜各課＞
・ 説明事項を 動画で事前配信し 、 開催時間を 短縮。 Zoomを 用いて、 各所属校でリ アルタ イ ム 研修が受講可能。
・ 配信動画を 校内研修等で活用でき る よ う にする こ と で、 校内研修担当者の負担を 軽減。
＜県教育セン タ ー＞（ 令和５ 年度～）
研修履歴等を 活用し た資質向上に関する 指導助言等の後に、 研修受講ができ る よ う オン デマン ド 研修を 設定。
＜教育DX推進課＞
情報モラ ルの授業用動画（ 小・ 中・ 高） を 作成し 、 授業で活用でき る よ う 配信。

会議等の精選・ 縮減
（ 開催回数・ 時間・ 対象者

の見直し ）

手続き の簡素化

オン ラ イ ン 会議の実施
資料の事前送付

研修日の分散

各種ヒ アリ ン グを
オン ラ イ ン で実施

こ の事業ででき る こ と 県が実施する 会議等の縮減状況を 知る

こ れま での研修・ 会議等の見直し 具体例
困り 、 負担に感じ ている こ と 研修・ 会議が多く 、 学校に残る 人が少ない。 県は精選を 進めている のか分から ない。
県教委担当部署（ 連絡先） 下記参照

HP等詳細掲載場所 HP等によ る 掲載はなし
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事業概要

番号 R7 通知日 R7 回答期限

1
①5 /2 3

②1 0 /1 4

①5 /2 8

②1 0 /2 7

2 7 /8 9 /1 2

3 5 /3 0 6 /1 3

4 2 /2 7 3 /1 5

5
①4 /1

②1 0 /1

①5 /2 2

②1 2 /2

6 4 /3
①４ /2 5

②５ /9

7 4 /1 6 5 /9

8 5 /1 6 6 /6

9 6 /6 6 /1 6

1 0 9 /1 2 1 2 /5

1 1 5 /7 小中 8 /2 3

高特 8 /2

1 2 5 /1 6 6 /1 3

1 3 － －

①学校職員及び児童生徒数等調査票
②学校職員名簿

小･中 教育人事課

模試監督・ 土曜講座等従事者数調べについて 高・ 特 教育人事課 １ 年に1 回

公立学校施設の実態調査 小･中･高･特

公立学校施設のト イ レ 状況調査（ 文科省） 小･中･高･特

教育財務課

教育財務課 3 年に1 回： R8 .6 月頃

学校施設等の状況調査（ 県独自） 高・ 特 教育財務課 毎年： R8 .4 月下旬頃

毎年： R8 .4 月下旬頃

人件費所要額調査 高・ 特 教育人事課 １ 年に1 回

県教育委員会で行う 定例調査物
困り 、 負担に感じ ている こ と 調査物の年間見通し が立たず、 作業が行き 当たり ばっ たり になっ ている
県教委担当部署（ 連絡先） 下記参照

HP等詳細掲載場所 HP等での掲載はなし
こ の事業ででき る こ と 県において実施する 定例調査物の回答時期を 把握でき る

地方教育費調査 高・ 特 教育改革・ 企画課

学校における 教育の情報化の実態等に関する 調査
（ 文科省/大分県）

小･中･高･特 教育DX推進課 1 年に１ 回 WEB回答

小・ 中学校教職員旅費年間所要額について 小・ 中 教育人事課

調査名 対象校種

学校調査票（ 学校基本調査において作成し たも
の）

県立学校

担当課

教育人事課

備考

障がい者就労施設等に対する 発注実績調査 高・ 特 教育改革・ 企画課
①R6 実績
②R7 上半期実績・ 下半期見
込

１ 年に2 回

パソ コ ン 及び周辺機器の使用者調査 県立学校 教育DX推進課 1 年に1 回

教職員の時間外勤務状況調査 高・ 特 教育人事課 １ 年に1 回
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番号 R7 通知日 R7 回答期限調査名 対象校種 担当課 備考

1 4
小中 7 /3

高特 7 /9

小中 7 /2 4

高特 7 /2 4

1 5 － －

1 6
小中 1 0 /4

高特 1 0 /9

小中 1 1 /1

高特 1 0 /2 3

1 7
小中 1 1 /1 4

高特 1 1 /1 9

小中 1 2 /1 3

高特 1 2 /6

1 8

①5 /2 8

②1 0 /2 8

③1 2 /2 4

④3 /1 1 頃

①6 /1 6

②1 1 /7

③1 /9

④3 /2 6 頃

1 9 1 2 /3
①2 /3

②3 /5

2 0
6 /4

1 1 /5
8 /7
1 /8

2 1 2 /2 7 4 /2 7

2 2 4 /3 5 /1 2

2 3 5 /2 0
9 /3 0
2 /2 0

2 4  1 /2 7 2 /1 8

2 5 1 0 /3 1 1 2 /1 9

2 6 1 /8 2 /2 7

2 7 7 /2 3 8 /2 2

2 8
中2 /2

高1 1 /2 6

中3 /2

高1 2 /1 2

公立学校における 教育課程の編成・ 実施状況調査
（ 文科省）

小･中･高
義務教育課
高校教育課

高調査なし

通学路合同点検

学校安全（ 防災教育等） の取組状況調査

高･特

小･中･特

小･中･高･特

学校安全・ 安心支援課

学校安全・ 安心支援課

学校安全・ 安心支援課

学校図書館の現状に関する 調査 小・ 中 義務教育課
文科から の調査： ５ 年に１ 回

義務教育課から の調査:１ 年に１

回WEB回答

公立学校施設の空調（ 冷房） 設備設置状況調査
（ 文科省）

小･中･高･特

石綿含有保温材等の使用状況調査（ 文科省） 小･中･高･特

教育財務課

教育財務課

2 年に1 回： R8 .6 月頃

2 年に1 回： R8 .夏頃

いじ め・ 不登校等調査

英語教育実施状況調査 中･高
義務教育課
高校教育課

学校施設のバリ アフ リ ー化実態調査（ 文科省） 小･中･高･特

避難所と なる 公立学校施設の防災機能に関する 調
査（ 文科省）

小･中･高･特

教育財務課

教育財務課

2 年に1 回： R8 .1 0 月頃

2 年に1 回： R8 .1 1 月頃

特別支援教育就学奨励費所要額調査（ 文科省） 特 教育財務課

①事業計画
②状況報告（ １ 回目)
③状況報告（ ２ 回目)
④実績報告

高等学校等就学支援金所要額調査 高 教育財務課
①２ 月時点調査
②３ 月時点調査

小･中･高･特 学校安全・ 安心支援課 1 年に2 回

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す
る 調査

小･中･高･特 学校安全・ 安心支援課

自転車通学生のヘルメ ッ ト 着用状況及び交通安全
啓発のための取組状況等調査

大分県公立小・ 中学校等における 教育課程の編
成・ 実施状況調査

小･中 義務教育課 1 年に１ 回 WEB回答

24



番号 R7 通知日 R7 回答期限調査名 対象校種 担当課 備考

2 9

中（ 他調

査に含ん

で実施）

高4 /1 1

中（ 他調

査に含ん

で実施）

高2 /6

3 0
①1 1 /2 8

②1 1 /2 8

③1 2 /1 1

①1 2 /1 6

②1 2 /1 6

③1 /2 0

3 1 4 /3 5 /7

3 2 4 /8 5 /9

3 3 7 /2
最終3 月分

３ /２ ４

3 4 5 /8 5 /2 3

3 5 1 2 /1 1 1 /3 0

3 6 1 /5 2 /1 2

3 7 4 /1 0 7 /3 1

3 8 4 /1 0 8 /2 9

3 9 6 /2 4 8 /2 9

4 0 1 2 /9 2 /2 5

4 1 1 0 /6 1 2 /1

児童生徒定期健康診断の調査及び児童生徒の有す
る 疾患に関する 調査並びに性に関する 指導につい
ての調査

小･中･高･特 体育保健課

全国体力・ 運動能力、 運動習慣等調査 小･中･特 体育保健課 WEB回答

大分県児童生徒の体力・ 運動能力等調査 小･中･高･特 体育保健課

学校給食実施状況調査 小･共同調理場
体育保健課

2 年に1 回 

職場体験・ イ ン タ ーン シッ プ実施状況調査 中･高
義務教育課
高校教育課

中「 全国学力・ 学習状況調査
結果資料」 よ り 国が作成

学校における 食育の取組に関する 調査について 小･中･特 体育保健課 １ 年に1 回

特別支援学級及び通級指導教室担当者等調査 小･中

公立学校人権教育実態調査 小･中･高･特

特別支援教育課

人権教育・ 部落差別解消推進課

１ 年に1 回

1 年に１ 回 WEB回答

J R通学利用状況調査 高 高校教育課

「 高校生等奨学給付金」 受給者の卒業後の進路に
関する 調査（ 高校）

高 高校教育課 文科省調査委託業者へw eb回答

特別支援学校の児童生徒及び職員の状況等に関す
る 調査

特 特別支援教育課 １ 年に1 回

高等学校卒業（ 予定） 者の就職（ 内定） 状況に関
する 調査

高 高校教育課

特別支援教育に関する 調査 小･中･高･特 特別支援教育課
①通級調査
②医ケ ア 調査
③体制整備状況調査

(統計調査課)
※R6未実施
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事業概要
○国・ 都道府県・ 市町村で指定内容が重複し ないよ う 、 指定の趣旨の明確化を 図り ま す。
○調査研究事業の多く は、 各学校の日々の教育活動の実践を 中心と し て実施する こ と が重要であ り 、 運用面での負担軽減など を 進めま す。

○研究成果はHPへの公開や研修での活用など 、 成果を 様々な形で ○研究紀要・ 報告書は、 最小限の内容に絞り 、 Ａ ４ 用紙３ 枚以内を 目安に
　 利用する よ う 努めていま す。 　 簡素化を 検討し ていき ま す。

研究成果の共有と 活用 研究紀要や報告書等の簡素・ 合理化

調査研究事業の見直し
困り 、 負担に感じ ている こ と 通常の業務に加え、 調査研究事業が重なっ て負担を 感じ る 。 負担軽減策はないのか

こ の事業ででき る こ と 調査研究に係る 運用面の負担を 軽減でき る

県教委担当部署（ 連絡先）
義務教育課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 2 9 ） 、 特別支援教育課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 6 3 、 5 5 3 7 ） 、
高校教育課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 6 0 7 ） 、 人権教育・ 部落差別解消推進課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 5 5 4 ）

研究冊子の作成を やめ、 県内各地で実
施さ れる 人権教育研修等で成果を 共有
する よ う に改めた。
( 人権教育・ 部落差別解消推進課)

各種研修の活用

遠隔シス テム を 活用し た実践事例、 各
教科等の単元指導計画・ 授業の指導
案・ 実践事例等を 義務教育課HPや大分
県公立学校総合情報ポータ ルサイ ト 等
で紹介。

県教育委員会ホーム
ページを 活用し た
優良事例の紹介

学校訪問に係る 事前提出資料や訪問時の資料等を
精選し 、 簡素化。 （ 高校教育課）

提出資料の精選

研究成果公表の工夫

研究授業等の精選

事前相談など の対応

成果発表について、 指定に応じ て研究発表会の半
日開催、 資料等のＨ Ｐ への掲載など の工夫を 図
る 。 ( 義務教育課)
各種事業の見直し を 行い、 事業に伴う 研究授業や
公開授業の精選を し ている 。 ( 高校教育課)
授業研究会に係る 授業構想への助言は、 担当指導
主事を 決め、 事前に２ 回学校に訪問し ている 。 ま
た、 要望に応じ て対応を 行っ ている 。 (特別支援
教育課)

該当校への働き かけ
研究指定校に対し 、 研究紀要の作成を 求めない旨
を 徹底。 校内研修や講演会は、 学校の要望に応じ
実施。 ( 人権教育・ 部落差別解消推進課)

調査研究事業につい

ては、運用面での負

担軽減などに取組み

ます。
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事業概要

①大分県長期教育計画における 目標指標 ③業務量管理・ 健康確保措置実施計画
【 業務量管理・ 健康確保措置実施計画と は】

※毎年度点検・ 評価によ る 進行管理を 行いながら 、 目標達成に向けて取り 組みま す。 【 本計画における 政府方針】

②県立学校等の教育職員の在校等時間の上限等に関する 方針
【 在校等時間の定義】

【 大分県教育委員会が策定し た計画】

【 上限時間の原則】
①1 か月の時間外在校等時間  4 5 時間以内
②1 年間の時間外在校等時間3 6 0 時間以内

「 超勤４ 項目」 以外の業務を 行う 時間も 含め、 教育職員が学校教育活動に関

する 業務を 行っ ている 時間。 教育職員が在校し ている 時間を 基本と し 、 在校

し ている 時間に以下①を 加え、 ②、 ③を 除いた時間と する 。

〈 加える 時間〉 ①校外において職務と し て行う 研修参加や児童生徒の引率等

の職務に従事し ている 時間

〈 除く 時間〉 ②勤務時間外における 自己研鑽及び業務外の時間、 ③休憩時間

令和7 年6 月に成立し た公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する

特別措置法等の一部を 改正する 法律（ いわゆる 給特法一部改正法） に基づ

き 、 服務監督教育委員会が、 文部科学大臣の定める 指針に則し て定める こ と

と さ れた計画。

長時間勤務に関する 目標指標の設定
困り 、 負担に感じ ている こ と 働き 方改革は分かる が、 自分の学校でど のよ う な目標設定を すればよ いのか分から ない
県教委担当部署（ 連絡先） 教育人事課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 3 8 ）

HP等詳細掲載場所 https ://w w w .p re f .o ita .jp /s ite /kyoiku/j is sh ike ika ku .h tm l

政府と し て、 令和1 1 年度ま でに教育職員の時間外在校等時間を 平均3 0 時間

程度に削減する こ と を 目標と し 、 月の時間外在校等時間が8 0 時間を 超える 教

育職員を 早急になく さ なければなら ないと し ている 。

県教委では、 県立学校を 対象に令和8 年度～1 0 年度を 取組期間と し た計画を

策定し ていま す。

＜具体的な目標指標（ 一部抜粋） ＞

・ 教員の1 か月の時間外在校等時間平均3 0 時間以内

・ 県立学校定期健康診断後の精密検査の年度内受診率　 等

こ の事業ででき る こ と 長時間勤務に関する 県の方針を 確認でき る

本県ではこ れま でも 業務改善や部活動改革等の働き 方改革の取組を 進めてま いり ま し た。 その結果、 時間外在校等時間は少し ずつ減少傾向に

あ り ま すが、 依然と し て長時間勤務を さ れる 先生が存在する こ と から 、 令和7 年3 月に策定さ れた「 大分県長期教育計画」 の中に長時間勤務に関

する 目標指標を 設定し 、 取組強化を 進めていま す。

さ ら に、 令和8 年度に各服務監督教育委員会に対し て策定と 公表が義務付けら れた「 業務量管理・ 健康確保措置実施計画」 において、 よ り 一

層学校現場の働き 方改革を 推進し ていき ま す。

基準値
R５ 年度 R1 0 年度 R1 5 年度

小 8 6 .2 9 5 1 0 0
中 7 1 8 6 1 0 0
県立 8 5 .2 9 5 1 0 0

指標名

時間外在校等時間が
4 5 時間以内の

教員の割合（ ％）

目標値

計画の詳細は県教育委員会

のHPを ご 覧く ださ い。
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